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（1）　不登校を示した通常学級在籍のASD児を受け持つ担任の理解を深める支援のあり方
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【要　旨】
　不登校と発達障害は何らかの関わりがあると考え
られ，発達障害を持つ不登校児の場合は，その子ど
もの障害特性に合わせた指導を行うことが必要であ
る．しかし，通常学級の担任が，どのように発達障
害を持つ不登校児の障害特性を学び，理解を深め，
支援を行ってきたのかという研究は少ない． 
　本研究は，小学校通常学級に在籍し，不登校状態
を示していた ASD 児の担任教員が，TEACCH ア
プローチを参考にした個別介入アプローチ及び個別
介入後のフィードバックにおいて，①どのようにそ
の児童の ASD の特性理解を深めていったのかを明
らかにし，②担任教員が ASD 児の障害特性を理解
するための支援のあり方を検討することを目的とす
る．研究方法は，協力児のアセスメント及び個別介
入を行い，そのフィードバックを担任教員に行う．
また，個別介入前後に担任教員にインタビューを行

い，その発言内容を比較検討することとする．結果
は，個別介入前のインタビューにおいて，担任教員
は協力児の ASD の特性について，「その子の世界
がある」と漠然と発言するだけだったが，個別介入
後のインタビューにおいて，協力児には「こだわり
がある」「パニックがある」「大きな声が嫌い」な
ど，ASD の特性について具体的に発言することが
できていた．考察では，担任教員の協力児の ASD
の特性についての発言の変化は，協力児のアセスメ
ントの結果を具体的に数値により説明すること，ま
た，個別介入での協力児の様子から ASD の特性に
ついて事例を挙げて説明することにより，より深く
ASD の特性理解が進んだと考えられる．今後は，
さらに，担任教員の発言について，フィードバック
のどの場面で，どのようにして ASD の特性の理解
を深めることができたのかを分析し，さらに詳しく
考察を続ける．


